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本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本取扱説明書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 

取 扱 説 明 書 及び部 品 表 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。 
 
 この取扱説明書は、ロータリテッダの取扱方法と使用上の注意事項について記載しておりま

す。ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しくお取扱いただ

き、最良の状態でご使用ください。 
 
 ●お読みになったあとも必ず製品に近接して保管してください。 
 ●製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。 
 ●この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店または当社 
 にご注文ください。 

 ●本書は、 注意 として、製品自体の損傷防止に関する留意事項を記載しております。 
 ●なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。 
 その際には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますので、あらかじめ 

ご了承ください。 
 ●ご不明な点やお気付の点がございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
  ください。 

 

  
 
 

      印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
   お守りください。 
 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ 
          るものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示 
          します。 

危険 

警告 

注意 
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取扱説明書と本機に貼ってある  表示ラベルをよく読み、機械の使い方をよく理解し 
たうえで使用してください。また、機械を点検して異常がないかを確認してから使用し 
てください。 
機械を人に貸すとき、または所有者以外が運転するときは、運転方法を指導し、本書も 
貸与し必ず読んでもらってください。 

 
 １．本機を使用するにあたって      
（１）使用する人の条件 
   次の項目に該当する場合は本機を使用 
   しないでください。 
  ●飲酒したとき。 
  ●過労・病気・薬物の影響・その他の 
   理由により正常な運転ができないとき。 
  ●妊娠しているとき。 
  ●取扱方法を熟知していない人。 

 
 
（２）使用する人の服装 
   機械に巻き込まれたり、滑って転倒し 
   たりする事故を予防するため、首巻き 
   ・腰タオルをしないで、ヘルメット・ 
   滑り止めの付いた靴を着用し、だぶつ 
   きのない作業に適した服装で安全な 
   作業をしてください。 

 
 

（３）適応トラクタ以外への装着厳禁 
   下記の装着条件に合致するトラクタ 

   以外には装着しないでください。 

 

  ●適応トラクタ馬力 

型  式 
適用馬力 
ｋＷ（ｐｓ） 

装 着 方 法 

ＲＴ２６１０ 
１４．７～３３．１ 
（２０～４５） 

３点リンク直装式 
（カテゴリＯⅠ兼用） 

  
 ●ＰＴＯ回転速度：５４０ｍｉｎ-1(ｒｐｍ) 

 
 
（４）装着時の前後のバランス確認 
   ３点リンケージに装着して持ち上げたと

きに、総重量の２０％以上の荷重が前輪

に作用していることが必要です。 
   もし、不足するときはトラクタ指定の 

フロントウエイトを取付けて、２０％以上を

確保するか、できなれば装着しないで

ください。 
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（５）バランスウエイトの取付け 
   トラクタのバランスウエイトは指定され

た部分に指定されたウエイト以外は 

取付けないでください。 
 
（６）機械の改造厳禁 
   指定以外の部品を取付けないでくだ 

さい。また、改造をしないでください。 

 
 

（７）使用目的以外への使用禁止 
   本機は稲ワラ、牧草、麦稈の反転、  

拡散集草作業を目的とした機械です。 
   他の目的には使用しないでください。 
 
（８）機械を他人に貸すとき 
   取扱方法をよく説明して、使用前には 
   『取扱説明書』を必ず読むように指導 
   してください。 

        
 

２．点検・整備をしてください       
（１）１年毎の定期点検・整備を 
   整備不良による不具合や事故を防止す 
   るために、１年毎に定期点検・整備を 

受け、機械が最良の状態で作業できる 
   ようにしてください。 

 

（２）作業前の点検・整備を忘れずに 
   ご使用になる前と後には必ず点検・ 
   整備を行ってください。 
 
（３）点検・整備・掃除をするとき 
   点検・整備・修理・掃除をするときは、

交通の危険がなく、機械が転倒したり、

動いたりしない平坦で安定した場所で 
   ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンを 
   停止し、駐車ブレーキまたは車止めを 
   してから行ってください。 

 
（４）機械を常にきれいに 
   火災予防と性能維持のため、回転部へ 
   の草などの巻付きやたまりを取除き、 
   機械を常にきれいに維持してください。 

 
 

（５）排気ガスには十分注意 
   屋内などでエンジンを始動するときは 
   エンジンの排気ガスによる一酸化炭素 
   中毒の恐れがあります。 
   エンジンの始動は、風通しのよい場所 
   で行い、やむをえず屋内で始動する 
   場合には、十分換気を行ってください。 
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（６）カバー類を必ず取付ける 
   カバー類などの防護装置を取り外すと 
   きは、必ずＰＴＯを切り、エンジンを 
   停止してから行ってください。 
   また、取外したカバー類は必ず元どお 
   りに取付けてください。守らないと 
   傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

 
（７）注油・給油するときは 
   ＰＴＯを切り、エンジンを停止し、回転

部分が完全に止まってから行ってくだ

さい。 

 
（８）長期格納するときは 

機械を清掃し、回転部およびチェーン

には十分注油して、屋内の平坦な場所

に保管してください。 

 
３．作業・移動をするときは       
（１）人や動物を近づけない 
   特に子供には十分注意し、近づけない 
   ようにしてください。 

 
（２）ＰＴＯ回転中は危険です 
   回転部には近寄らない、触らないを 

守ってください。 

（３）二人以上で作業するときは 
   二人以上の共同作業では、お互いに 
   声を掛け合うなどして、安全を確かめ 
   合いながら作業してください。 

 
（４）エンジンを始動するときは 
  ＰＴＯを切り、変速レバーを中立にし 

   周囲の人に合図をして安全を確かめて 
   からエンジンを始動してください。 
   守らないと傷害事故を引き起こす恐れ 
   があります。 

 

（５）急な発進・停止・旋回・ 
スピードの出しすぎ禁止 

   スピードの出しすぎ、急な発進・停止・ 
旋回は、事故の原因となるだけでなく、 
機械の寿命も縮めますので行わないで 
ください。 
また、起状の多いほ場や傾斜地は危険 
です。作業スピードは極力落として 
作業を行ってください。 

 
（６）傾斜地で作業するときは 
   次のことを必ず守ってください。 
  ①斜面の等高線に平行、または斜めに 

走行すると横転の危険があります。 
   斜面の作業は､必ず等高線に直角方向

に走行してください。 
  ②傾斜地で旋回するときは、速度を落と 

し、急ハンドルを切らないでください。 
   高速で旋回すると、転倒する危険が 

あります。 
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（７）回転中のユニバーサルジョイント 
には触れない 

   回転しているユニバーサルジョイントに、

手や足で絶対に触れないでください。

巻き込まれ傷害を負うことがあります。 

 
 
（８）回転中のロータには触れない 
   回転しているロータに、手や足で絶対

に触れないでください。巻き込まれ 

傷害を負うことがあります。 
 
（９）作業姿勢での移動禁止 
   作業姿勢のまま移動しますと、物損 

事故や人に重大な傷害を与える恐れが

あります。移動する場合は、メインフレ

ームをロックし、タインパイプを格納 

するとともに安全ガードの幅を狭めて

ください。また、集草枠は上に上げて

おいてください。 
 
（１０）移動及び作業の旋回のときは 
   トラクタに本機を装着しての移動や 

ほ場での旋回は、必ず３点リンケージで 

リフトアップしてから行ってください。 
   急旋回は危険ですので行わないでくだ

さい。 
 
（１１）スタンドを移動位置にする 
   移動するときは必ずスタンドを上げて

走行してください。 
 

（１２）溝や畦を横断したり 
軟弱な所を通るときは 

   スリップや転倒による事故を防ぐため 
に、幅・長さ・強度が十分あるスリッ 
プしないアユミ板をかけ、最低速度で 
通ってください。 

 
（１３）作業途中で運転席より離れるときは 
   平坦な場所に降し、ＰＴＯを切り、エン

ジンを停止し、駐車ブレーキを掛けて

ください。 
 
４．公道走行      
（１）公道走行するときは 

保安基準を満たさない限り公道走行は 

できません。公道走行をする際は、 

５～１１ページに示す項目を確認し、法令 

を遵守してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
以上、機械の取扱で注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも 

  本文の中で  印を付けて安全上の注意事項を表記しております。 
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公道走行するときは                                       

 農耕用トラクタに関わる道路運送車両法の運用が見直され、保安基準に緩和措置が設けられま

した。必要な対応をすることで、直装タイプの作業機で公道を走行することができます。公道走

行をする際は、下記項目を確認したうえで必要な対応を行い、法令遵守して走行してください。 

 

１．必要な運転免許証について 

トラクタ単体の場合、道路運送車両の技術基準（保安基準）の適合性を確保できる農耕トラク 
タであれば小型特殊免許/普通免許および大型特殊免許（農耕用に限るも、含む）で運行可能 
ですが、トラクタに作業機を装着した場合の寸法が下表①~④の数値をひとつでも上回る 
場合は、大型特殊免許（農耕用に限る、も含む）が必要となります。 

 
① 幅 １．７ｍ    ② 全高２．０ｍ（安全キャブや安全フレーム２．８ｍ以下）    
③ 全長４．７ｍ    ④ 最高速度１５ｋｍ／ｈ以下 

 
 

   下図を参考にご確認ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．保安基準への適合性確認  

  自動車の種類と大きさにより、申請や検査登録が必要になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

② 

①  

④ 

③ 

農業用小型特殊自動車 農業用大型特殊自動車

トラクタに作業機を装
着した時の寸法が、
全幅2.5m、全長12m、
全高3.8mをすべて超え
ない場合

公示一括緩和を適用した車両として
申請や登録は必要ありません。

全国の運輸支局等で検査登録が必要
です。

トラクタに作業機を装
着した時の寸法が、
全幅2.5m、全長12m、
全高3.8mをいずれかを
超える場合

・全長12m、全高3.8mのいずれかを超
える場合は、地方運輸局長に個別緩
和を申請する必要があります。
・道路管理者から特殊車両通行許可
を得る必要があります。

・検査登録が必要です。
・全長12m、全高3.8mのいずれかを超
える場合は、地方運輸局長に個別緩
和を申請する必要があります。
・道路管理者から特殊車両通行許可
を得る必要があります。
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３．灯火器類・ステッカーの取付け 

下記フローチャート（１）～（４）を全てそれぞれについてご確認いただき、必要に応じて公道走行

を行うための追加装備を取付けてください。 

 
（１）作業機最外側からトラクタの灯火器類までの距離 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

装備の取付け位置 

 道路運送車両法の保安基準により、各種灯火器類取付け位置が定められています。Ａ・

Ｂについては前方・後方から見て、作業機の最外側から４０ｃｍ以内、高さが地上２５ｃｍ

以上１５０ｃｍ以下の場所に左右対称になるように取付けてください。Ｃは後方から確認

できる位置に取付けてください。 

 
（取付け例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタの後退灯以外の灯火器の取付け位置が

全て作業機の最外側から４０cm以内にある。

YES

（１）での追加装備

は必要ありません。

前面：A.白色反射器

後面：B.赤色反射器

C.制限標識

を取付ける必要があります。

NO



安全に作業するために

 

 

- 7 - 

（２）トラクタの運行速度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※１ 運行速度が１５ｋｍ／ｈに制限されないトラクタと作業機との組合わせについては 

日農工のホームページ(ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｊｆｍｍａ.ｏｒ.ｊｐ)をご覧ください。 

最大安定傾斜角度が不明な場合は、運行速度１５ｋｍ／ｈ以下で走行してください。 

    

 

作業機を装着した際に、最大安定傾斜角度が３０度以上または、３５度以上（車両総  

重量が車両重量の１．２倍以上または、積載により重心高さが上がるもの）であれば、 

通常の速度で道路走行できます。 

上記条件を満たない場合は、 

・運行速度１５ｋｍ／ｈ以下での道路走行 

・道路走行をする際に、Ｃを作業機に表示、 

Ｄを作業機・運転席に表示 

を行う必要があります。 

 

装備の取付け位置 

    Ｃ・Ｄは後方から確認できる位置に取付けてください。 

    Ｄは運転席にも表示する必要があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（取付け例） 

＜安定性に関して＞ 

C.制限標識

　

Ｄ.速度制限表示

トラクタの運行速度が１５km／hを超えて走行が可能

NOYES

最大安定傾斜角度が３０度以上又は、３５度以上※1

通常の速度で

走行可能です。

後面：Ｃ.制限標識

Ｄ.速度制限表示

を取付け、１５km／h以下で

走行する必要があります。

（２）での追加装備

は必要ありません。

YES NO
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（３）トラクタのコンビネーションランプ（尾灯、制動灯、方向指示器）、後退灯の視認性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装備の取付け位置 

道路運送車両法の保安基準により、各種灯火器類の取付け位置は定められています。 

・尾灯（テールランプ）     最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上３５ｃｍ以上２１０ｃｍ以下 

・制動灯（ブレーキランプ）  最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上３５ｃｍ以上２１０ｃｍ以下 

・方向指示器（ウインカー）  最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上３５ｃｍ以上２３０ｃｍ以下 

・後退灯（バックランプ）    高さは可能な限り２５ｃｍ以上１２０ｃｍ以下 

 

コンビネーションランプは後方から確認（視認）できる位置に、上記条件を満たし、可能な

限り左右対称になるように取付けてください。 

後退灯は後方から確認（視認）できる位置に上記条件を満たすように取付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ トラクタから灯火装置の信号が出ているかを確認後に公道走行を行ってください。 

（取付け例） 

F.後退灯E.コンビネーションランプ

YES NO

作業機の機体最下部を地面から約２０cm上げた状態

で後方から確認し、トラクタのコンビネーションランプと後

退灯が視認できる。

・後退灯のみ視認できない場合は

可能な限りトラクタ上で移設してください。

・コンビネーションランプ、後退灯が視認

できない場合は作業機に取付ける必要

があります。

※取付けは販売店に相談してください。

（３）での追加

装備は必要

ありません。
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（４）作業機装着時の全幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ トラクタの灯火器類が作業機の最外側から４０ｃｍ以上ある場合、 

反射器が必要になります。しかし、弊社の外側表示板は 

反射材を含んでいるため、反射器は取付け不要です。 

※２ トラクタの灯火器類が作業機の最外側から４０ｃｍ以内の場合、取付け不要です。 

 

装備の取付け位置 

    Ｃ・Ｇは後方から見やすい位置に取付けてください。 

Ｈは前後、両端に赤白ラインが「ハの字」になるように取付けてください。 

     Ｉは後方から確認（視認）できる位置で、最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上２５ｃｍ以上 

２１０ｃｍ以下に入るように取付けてください。また前方が白、後方が赤になるように 

してください。  

   

 
 

   

 ｐ.６～７の図は、保安基準による作業機への灯火器類・ステッカーの取付け例です。 

 

H.外側表示板

I.車幅灯

C.制限標識

G.全幅表示

　※運転席にも表示する必要
　　があります。

作業機幅が１．７ｍ以下

YES NO

（４）での追加装備はありません。

作業機幅が１．７ｍ超～２．５ｍ以下

YES NO

前、後面：H. 外側表示板(※１)

両端 ：Ｉ . 車幅灯（※２）

後面 :C. 制限標識

後面 :G. 全幅表示

を取付ける必要があります｡前面：A.白色反射器

後面：B.赤色反射器

C.制限標識

を取付ける必要がありま

す。

※取付けは項目(1)を参

照ください｡

小型特殊免許・普通免許で運転できるトラクタ

YES

（４）での追加

装備はありま

せん。

NO

（取付け例） 
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灯火器類の取付け位
置が全て作業機の最
外側から40cm以内の
場合

灯火器類の取付け位
置が全て作業機の最
外側から40cm以内、
かつ小型特殊免許・
普通免許で走行で
きるトラクタで幅
1.7m以上の作業機
を取付ける場合

作業機の最外側から
40cm以上離れている
灯火器がある場合

灯火器類・ステッカー取付け例

トラクタに作業機装着時の寸法が、全幅2.5m、全高3.8m、
全長12m以下の場合

灯火器類の
視認性

前照灯
車幅灯
尾灯

後部反射器
制動灯

方向指示器

トラクタのコン
ビネーションラ
ンプ・後退灯を
視認できる場合

トラクタのコンビネーションラン
プ・後退灯を視認できない場合

取付け部品無し取付け部品無し
①

②

③

例) ③に灯火器類を取付け④

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

灯火器・ステッカー

A.白色反射器

H.外側表示板F.後退灯

C.制限標識

G.全幅表示

B.赤色反射器 D.速度制限表示

I.車幅灯

E.コンビネーションランプ
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※ 全幅２．５ｍを超過する場合は、道路管理者（国道：地方道路局、県道：各都道府県、

市道：各市町村）から特殊車両通行許可を得る必要があります。 

 

Ｐ.7 「(２)トラクタの運行速度」を確認後、速度制限表示が必要な場合は取付けてください。 

 

   例）⑦に速度制限表示を追加 
 
 
 
 
 
 
 

詳細は日農工「公道走行ガイドブック」(ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｊｆｍｍａ.ｏｒ.ｊｐ/ｋｏｕｄｏ.ｈｔｍｌ)をご覧ください。  

その他不明な点は、お買い上げいただいた販売店にご相談ください。 

 

灯火器類の取付け位
置が全て作業機の最
外側から40cm以内の
場合

作業機の最外側から
40cm以上離れている
灯火器がある場合

灯火器類の
視認性

前照灯
車幅灯
尾灯

後部反射器
制動灯

方向指示器

トラクタのコン
ビネーションラ
ンプ・後退灯を
視認できる場合

トラクタのコンビネーションラン
プ・後退灯を視認できない場合

灯火器類・ステッカー取り付け例

トラクタに作業機装着時の全幅が2.5mを超える場合

例) ⑥に灯火器類を取付け

⑤

⑥

⑦
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５．輸送するときは             
（１）トラックなどへの積み込み・降ろしは 
   平坦な場所でトラックが移動しないよ 

うエンジンを停止し、サイドブレーキを 
かけ、車止めをしてください。 
積み込んだ機械は車止めをし、強度が 
十分にあるロープで確実に固定して 
ください。 

 
 
 

６．注意       
（１）各回転部分や摩擦しゅう動部分には 
   十分注油またはグリスアップしてくだ 

   さい。また、部品が摩耗したまま使い 

続けると摩擦による加熱の原因となり、 

場合によっては火災となります。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
  以上、機械の取扱で注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも 

  本文の中で  印を付けて安全上の注意事項を表記しております。 
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７．警告ラベルの貼付け位置                               
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
警告ラベルの取扱い注意事項 

 （１）警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性 
洗剤で洗い、軟らかい布で水気を拭いてください。 

 （２）傷ついたり、汚れたり、剥がれた場合は、お買い上げの販売店または当社に注文し、 
新しいラベルを元の位置に貼ってください。（ラベルをご注文の際は部品コードを 
ご連絡ください。） 

 （３）警告ラベルが貼ってある部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に 
貼ってください。 

 （４）新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。 
    気泡は隅の方へ押しながら抜いてください。 

① 部品コード ００１２０４５０1３３０ 

 

 ③部品コード ００１２０６０００５８０ 

 

 
 

②部品コード ００１２０６０００６５０ 

 

 

④部品コード ００１３０６９５１０１０ 

 
  

 

③部品コード ００１２０６０００５８０ 

 

 
 

⑥部品コード ００１１０４１０００１０ 

 
 
 

⑤部品コード ００１２０６０００６１０ 
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本製品の使用目的について

  本製品は、稲ワラ、牧草、麦稈の反転、拡散集草作業にご使用ください。 

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。 

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。 

（機体銘板貼付け位置図） 

アフターサービスについて

機械の調子が悪いとき、不調診断に従って

点検・処置しても、なお不具合があるとき

は、お買い上げいただいた販売店、ＪＡ

（農協）、または、お近くの当社営業所まで

ご連絡ください。

【連絡していただきたい内容】 

●品名と型式

●機体 No．（ＳＥＲ－Ｎｏ）

●ご使用状況は？

（どんな条件でどんな作業をしていたときに）

●どれくらい使用されましたか？

（約〇〇アール、または約〇〇時間使用後）

●不具合が発生したときの状況をできるだけ

詳しく教えてください。

※機体№は、上図に示す機体銘板に打刻しております。

【今後参考のため、次の空欄に機体 No．などを記入しておいてください。】 

品 名 ロータリテッダ

型 式 ＲＴ２６１０

機 体 № 

（SER－№） 

購入年月日 年 月 日 

販売店名 
TEL： （  ）  
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１．梱包内容の確認 
 機体は、下記内容に分類して梱包していま 
す。 

 梱包は開けたときに確認してください。 
 ＲＴ２６１０ 

３Ｐマスト １個 

ロータフレーム １個 

タインパイプ 左右 各６個 

集草レーキ 左右 各１個 

車輪 左右 各１個 

スタンド １個 

ユニバーサルジョイント １個 

ビニール袋入部品 １袋 

 
２．工具の準備 
 組付時に次の工具を準備してください。 
 ●２４ｍｍスパナ 

（またはメガネボックスレンチ） 
 ●１９ｍｍスパナ 

（またはメガネボックスレンチ） 
 
３．車輪の組付け 
 車輪を組付ける場合、次図のようにアーム 
は外側に組付けてください。 

 
 

 
 
上図のように支点部はボルト締めおよび 

調節穴部はピン止めで固定してください。 
 
 

４．ロータフレームとメインフレーム 
の組付け 

 ロータフレームとメインフレームをボルトと 
ナイロンナットで組付けします。 

 
 
５．スタンドの取付け 
 マストにスタンドを取り付けます。 

 
 
６．タインパイプ取付け 
 左右のロータにタインパイプを組付けて 
ください。 
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７．ギヤボックスにギヤオイルを入れます 
 ギヤオイル（ＳＡＥ９０）をギヤボックスに０．８Ｌ 

入れます。 

 
 
 
８．集草枠の組付け 
 ロータフレームに集草枠（レーキパイプ左右） 

を組付け、連結スプリングをギヤボックス 
両側のピンとレーキパイプのピンに連結 
してください。 
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●トラクタへの本機の装着は平坦で安定した場所で行ってください。 

 ●３点リンケージへの装着は、リンケージの動きに十分注意し、二人以上の共同作業では、 
お互いに声を掛け合うなどして、安全を確かめ合いながら作業してください。 

 ●ユニバーサルジョイントは、必ずトラクタのエンジンを停止し、ＰＴＯを切ってから確実 
に取り付けてください。 
以上のことを守らないと傷害発生のおそれがあります。 

 
１．３点リンケージへの装着のしかた 
 ◆３点リンケージの調整 
  トップリンクのトラクタ取り付け位置は、 

トップリンクに最も角度がつくように一番

下の穴としてください。 
  次にリフティングロッドを調整して、ロワー 

リンクの最低高さ、最高高さを次表のよう

に調整してください。 

ロワーリンク高さ 
最低高さＡ ３６ｃｍ以下 

最高高さＢ ７４ｃｍ以上 

 

 
 
 ◆３点リンケージの装着順序 
  左ロワーリンク、右のロワーリンク、トップ   

リンクの順序で取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 

 ◆スタンドを格納してください。 
  ３点リンケージの取り付けが終わりまし

たら、次図のようにスタンドを格納して

ください。 

 

 
 ◆トップリンクの長さ調整 
  トラクタロワーリンクを一番下げた状態で 

本機最前部のタイン先端と地面の隙間

が約２ｃｍになるように調整してくだ 

さい。 
  （詳細はＰ.２３を参照してください。） 
 
 ◆チェックチェーンで横振れ調整 
  運搬および作業時は、本機の横振れを 

防止するために、チェックチェーンでトラ

クタ中心にロワーリンクが左右に２～３ｃｍ

程度の振れになるように調整してくだ

さい。 
 
２．ユニバーサルジョイントの取付け 
 ◆ユニバーサルジョイントの取り付け順序 
  本機入力軸に取り付けてから、トラクタ  

ＰＴＯ軸に確実に取り付けてください。 

 警 告 
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◆ユニバーサルジョイントの長さ確認 
  ジョイントの長さは、３点リンケージによる

本機の上昇・下降により変化します。 
  先にジョイントの長さを確認し、長すぎる

ときは、次図の寸法が確保できるように

切断してください。 
 

 
 
注 意 

  また、作業時のジョイント角度は最大３０度

を超えないように調整してください。 
  ３０度を超えると、ジョイント破損の原因と

なります。 
 
 ◆カバー回転止めチェーンで固定を 
  ユニバーサルジョイントのカバーが回転 

しないように、チェーンに余裕をつけて

しっかりと固定してください。 
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１．オフセットレバーの取扱い 
 ●作業または運搬時に、このレバー操作に

よりメインフレームをフリーにしたり、 

ロックしたりします。 
 ●この作業は、本機を持ち上げてから行い

ます。 
 
 ◆運搬時の位置 
  運搬時はメインフレームが動かないように

ロックします。ロック位置は○ａあるいは

○ｂの穴としてください。 
 

 
 

 
 
 
 
 移動時は、必ずメインフレームをロック 
してください。 

 守らないと機体が急に左右に振れ、トラ 
クタのハンドルがとられるおそれがあり 
危険です。 

 
 
 
 
 
 

 ◆拡散・反転・集草作業時の位置 
  作業時はメインフレームがフリーに動く 

状態にします。 
 

 

 
注 意 

  作業時、ロックは必ず解除してください。 
  ロックしたまま作業すると、旋回時など

にタイヤに無理がかかり、足まわりが 

破損するおそれがあります。 
  また、マストやフレームにも損傷がおよ

ぶおそれがあります。 
 
２．タイヤの取扱い 
 ◆拡散・反転作業時 
  タイヤの高さを ○Ａ または ○Ｂ の位置で 

固定し、タイヤは固定にします。 
  ○Ａ は牧草等がある程度乾燥してから 

使用し、○Ｂは生草の時に使用します。 
 
◆集草作業時 

  タイヤの高さを○Ｃの位置で固定し、タイ

ヤは固定にします。 
 

 警 告 



運転に必要な装置の取扱い                 

- 21 - 

３．タインの取扱い 
 ◆拡散・反転作業時 
  次図○T の位置で固定します。 
 ◆集草作業時 
  次図○Ｗの位置で固定します。 

 
 
４．集草枠の取扱い 
 ◆運搬・拡散・反転時の位置 
  次図のように集草枠を上げてください。 

 

 ◆集草時の位置 
  次図のように下げてください。 
  集草幅の調整は２種類です。 
  ○Ｓ：集草幅 約７０ｃｍ 
  ○Ｌ：集草幅 約９５ｃｍ 

 

 

 

５．安全ガードの取扱い 
 ◆移動時・作業時の位置 
  次図のように移動時と作業時で調整 

してください。 
 

 
 
 
６．タインパイプの取扱い 
運搬時は左右のロータのタインパイプを 

各２本ずつ取外し作業機の幅を狭めてくだ

さい。 
 格納は、次図の位置に格納してください。 
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１．作業手順と要点                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

ＰＴＯを入れ、各部の作動を確認 
する 

●周囲の安全を確認してから 
ＰＴＯを入れる 

●各部に異常がないことを 
確認する 

集草枠・ガードを折りたたむ 

集草枠・ガードを作業状態にする 

装着状態の調整確認 

トラクタへの装着 ●３点リンケージおよび 
ユニバーサルジョイントの接続 

次のほ場へ移動 ●周囲の安全を確認し、安全速度

で移動する 

ＰＴＯを適正な速度まで上げ、 
反転・拡散・集草作業を行う 

●周囲の安全を確認し、作業開始 
時はゆっくり走行する 

作業が終了したら停止し、ＰＴＯ 

クラッチを切る 
●エンジン回転速度が下がって 

からＰＴＯクラッチを切る 

●トップリンクによるタイン高さの

調整 
●牧草の状態に応じたタイヤ高さ

の調整 

準 備 

作 業 

移 動 
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２．移動するときは 
 移動するときは、必ず集草枠および安全 
ガードを収納し、外側のタインパイプを格納 
するとともに、メインフレームをロックして 
から、十分な高さまで３点リンケージで吊り 
上げて走行してください。 

 
 
 
 
①移動するときは、必ず集草枠および 

安全ガードを収納し、外側のタインパイ 

プを格納するとともに、メインフレーム 
をロックしてください。 

 ②本機を装着しての運転は、まわりの 
条件に適した速度で行ってください。 

  絶対に急発進・急ブレーキ・急ハンドル 

は行わないでください。 
 ③カーブを曲がるときは、重心の変化や 

機械の幅に十分注意してください。 
  作業姿勢のまま移動すると、人に重大 

な障害を加えたり、物損事故を起こす 
おそれがあります。 
 
 

３．拡散・反転・集草列拡散作業 
 ◆調整方法 
 ①集草枠を上方に持ち上げるか、または 

取り外してください。 
 

 

 

 ②車輪の高さを ○Ａまたは ○Ｂ位置にピンで

固定してください。 
  レバーを①の位置に移動させ、タイヤを

固定してください。 

 

 
 ③タインパイプのセットピンを ○Ｔ 位置で固定

してください。 

 
 

 ④オフセットレバーを次図の位置にして、 
メインフレームをフリーにしてください。 

 

 
 ⑤トラクタの油圧をフリーにした状態で、

本機最前部のタイン先端と地面の隙間

が約２ｃｍになるようにトップリンクの長さ

を調整してください。 
 

 

 
 

 警 告 
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注 意 
タインを下げすぎると、土や石をかき 
タインの不必要な摩耗や破損の原因と 
なります。 

 
 ◆作業の種類 
 ①拡散作業 

  モーアで刈り取った牧草を散らし、乾燥

を促進します。 

 

 
 ②反転作業 

地干しされた牧草の上下をひっくり返し 
乾燥を早めます。日に２～３回行います

と日光や風の通りがよくなり、乾燥時間

が短縮されます。 

 
 
 ③集草列拡散 

  降雨や湿気防止などのために集草列に

したものを散らし、乾燥を早めます。 

 
 
 

◆作業速度とＰＴＯ回転速度 

  作業速度とＰＴＯ回転速度は、牧草の  

水分・密度・長さ・ほ場状態によって  

異なります。 
  標準は、作業速度：８～１０ｋｍ／時 
  ＰＴＯ回転速度：４５０～５００ｍｉｎ-1(ｒｐｍ) 

 

注 意 
  ユニバーサルジョイントのオーバーロード 

クラッチが滑るとき（草量が多い、草が 

重いなどによる）は、滑りが止まるまで

車速を下げてください。 
 
４．集草・集草列移動作業 
 ◆調整方法 
 ①車輪の高さをＣ位置にピンで固定して

ください。 
  レバーを①位置に移動させ、タイヤを 

固定してください。 

 

 
 ②タインパイプのセットピンを ○Ｗ 位置で固定

してください。 
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 ③オフセットレバーを次図の位置にして、 
  メインフレームをフリーにしてください。 

 

 
 ④集草枠を下げてください。 

 

 
 ⑤集草幅の調整を行ってください。 
  ○Ｓ集草幅 約７０ｃｍ 

  ○Ｌ集草幅 約９５ｃｍ 

 

 
 ⑥トラクタの油圧をフリーにした状態で、

本機最前部のタイン先端と地面の隙間

が約２ｃｍになるようにトップリンク長さを

調整してください。 

 

 
 
 
 

 ◆作業の種類 
 ①集草作業 

  拡散、または反転した牧草を列状に集草

します。集草された牧草は縄状にならず、

ふんわりとしているため、ベーラやロー

ドワゴン等による、後作業がしやすくなり

ます。 

 

 
 ②集草列移動作業 

集草列を移動すると、乾いた土地の上に 
牧草を置くことになり、また集草列の 
上下が入れ替わりますので、牧草の乾燥 
効果が高くなります。 

 

 
 ◆作業速度とＰＴＯ回転速度 
  作業速度をＰＴＯ回転速度は牧草の  

水分・密度・長さ・ほ場状態によって  

異なります。 
  標準は、作業速度：５～７ｋｍ／時 

  ＰＴＯ回転速度：３００～３５０ｍｉｎ-1(ｒｐｍ) 
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５．畦際での拡散反転作業 
 ◆調整方法 
 ①車輪の高さを ○Ａ 位置にピンで固定して

ください。 
  レバーを②位置に移動させ、タイヤを 

フリーにしてください。 

 

 
 ②タインパイプのセットピンを ○Ｔ 位置で固定

してください。 

 

 
 ③オフセットレバーを次図の位置にして、 

メインフレームをロックしてください。 

 

 
 
 
 
 
 

 ●フレームのロック位置は 
  左際作業時  ○ｂ穴 
  右際作業時  ○ｃ穴 
  を使用してください。（次図参照） 

 

 
 ④集草枠を降ろしてください。 
  畦作業の場合、集草枠の片側を使用する

ことによりその効果が増大します。 
  次図のピン ○Ｓ に連結スプリングをセット

してください。 

 

 
 ⑤トラクタの油圧をフリーにした状態で

本機最前部のタイン先端と地面の隙間

が約２ｃｍになるように、トップリンク長さ

を調整してください。 
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 ◆畦際作業 
  ほ場の外周、または枕地の拡散・反転 

作業を行う場合は、本機をオフセットする

ことで、ほ場外への牧草の飛散を防ぎま

す。（集草枠片側使用により効果が増大） 

 

本図は右際作業時を示します。 

 
 ◆作業速度とＰＴＯ回転速度 

  ほ場内に牧草を寄せるときは、車速、 
ＰＴＯ回転速度を低速にしてください。 

 
 
①作業中は、周囲に人や動物を近づけ 
ないでください。 
石などがタインで飛ばされ、人に当た 
るおそれがあり、大変危険です。 

 ②ＰＴＯ回転中は、ロータには近づかない 
でください。 
触れると巻き込まれるおそれがあり、 
大変危険です。 
これらを守らないと、死亡あるいは 

重大な傷害発生のおそれがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．傾斜地での作業 
 傾斜地において、拡散・反転作業あるいは 
集草作業時、作業機が谷側に流れる場合は 
メインフレームを固定し、タイヤをフリーと 
して作業してください。 

 
 ◆必ず、直角走行・急ハンドル禁止 
  斜面に対して直角方向に走行し、旋回は

速度を落として急ハンドルを切らないで

旋回してください。 
 
 
斜面の等高線に平行、または斜め走行や 
急旋回は横転の危険がありますので 
決して行わないでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 警 告 

 警 告 
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 作業の安全確保と故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。 
 作業前の点検は、欠かさず行ってください。 
 
 
 
 ●取り外したカバー類は必ず取り付けてください。衣服が巻き込まれたりして危険です。 
 ●点検・整備をするときはＰＴＯを切り、エンジンを停止して、回転部が完全に止まって 

から行ってください。 
 
 
点検一覧表                                      
 

№ 項   目 内   容 参照ページ チェック 

１ ユニバーサルジョイント 取り付けが完全か １８  

２ 各部のボルト・ナット 緩み、ガタつきがないか ２９  

３ 機体の姿勢 正しい姿勢になっているか ２３～２６  

４ タイン 欠損がないか ―  

５ タイヤ 空気圧は適正か ２９  

６ 各部への注油・グリスアップ 各部へのグリスアップは十分か ３０  

 
   点  検  メ  モ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

警 告 
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 ①各部の調整をするときは、ＰＴＯを切り 
  エンジンを停止して、回転部が完全に 

止まってから行ってください。 
 ②取り外したカバー類には必ず取り付け 

てください。 
 
１．ボルト増締め 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

２．タイヤの空気圧の調節、及び摩耗、損傷 
 ◆作業前にはタイヤの空気圧を確認して

ください 
 
 
 ●タイヤの空気圧は取扱説明書に記載 

している規定圧力を必ず守ってくだ 
さい。 
空気の入れ過ぎは、タイヤ破損の 

おそれがあり、死傷事故を引き起こす 

原因になります。 

 ●タイヤに傷があり、その傷がコード（ 
糸）に達している場合は、使用しない 
でください。 
タイヤ破損のおそれがあります。 

 ●タイヤ・チューブ・ホイールなどに関する 
交換・修理などは、十分な整備施設を 
もち、特別教育を受けた人がいる 
タイヤショップ等の専門店に依頼して 
ください。 

 

  外観からタイヤの空気圧を判断する 

目安は次の通りです。 

 

 
 
 ◆本機に装着しているタイヤの 

サイズと規定空気圧  

タイヤサイズ 

    １３×６．００－６－４ＰＲ 

空気圧 

      ２．２ｋｇ／ｃｍ２以下 

 
 

 警 告 

 警 告 
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３．各部への注油・グリスアップ 
 ●ギヤボックスのオイルは、１００時間ごとに

全量を交換してください。 
 

 

 
 ●グリスアップは左右のロータの図示された

部分１９箇所とユニバーサルジョイント２箇

所の合計２１箇所に注入してください。 
 

 

 
 
 各回転部分や摩擦摺動部分には十分注油 
してください。 

 また、部品が摩耗したまま使い続けると、 
 摩擦による加熱の原因となり、場合に 
 よっては火災となります。 
 
 
 
 
 

４．長期格納時の手入れ 
作業が終了したら、次期の使用時に備え 

かつ、末長くご利用いただくためにも十分

な手入れを行ってください。 
 ●水洗いをして付着した泥やほこりなど

を落とし、巻き付いた草などを取り除い

てください。 
 ●乾燥後は、各回転部、摺動部には十分 

注油し、錆びないようにしてください。 
 
 ●塗装の剥がれた部分には、補修塗料を 

塗り、錆が出ないようにしてください。 
 ●各部のボルト、ナットが緩んでいないかを

確認し、緩んでいる時は締めてください。 
 ●各部の点検を行い、不調部は部品交換や

修理を済ませておいてください。 
 ●格納する場所は、雨やほこりのかからな

い屋内に保管してください。 
 ●格納は平坦な所で保管してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 注 意 
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不 調 内 容 診  断 処  置 参 照 
ﾍﾟｰｼﾞ 

●ユニバーサルジョイント

のクラッチが頻繁に  

作動する 

●草量が多い、あるいは草が

重い 

●車速を下げる 

 

２４ 

●ロータが地面の凹凸に

追従しない 

●メインフレームがロックされ

ている 

●作業中はメインフレームの 

ロックを解除し、フリーにする 

２０ 

２３ 

２４ 

２５ 

●反転・拡散時、草の 

飛びが悪い 

●草量が多い ●車速を下げる ２４ 

●ＰＴＯ回転速度が低い ●ＰＴＯ回転速度を上げる 

 ※ただし、乾燥が進んでいる 

ときは損失が増えるため４００

～５００ｍｉｎ-1(ｒｐｍ)までとする 

２４ 

●タイヤおよびトップリンクの

調整が適正でない 

●タイヤおよびトップリンクの調整

を反転・拡散時に合わせる 

２０ 

２６ 

 

●集草状態がよくない ●ＰＴＯ回転速度と車速が 

あってない 

●ＰＴＯ回転速度と車速を 

合わせる 

２５ 

●ＰＴＯ回転速度が高すぎる ●ＰＴＯ回転速度３００～３５０ 

ｍｉｎ-1(ｒｐｍ)に合わせる 

２５ 
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１．主要諸元                                     
 

※この主要諸元は改良などにより、予告なく変更することがあります。 

 

２．主な消耗部品                                   
 

部 品 名 称 部 品 コ ー ド 備  考 

ヒダリタイン ２７１０１ ４５５１ ０００  

ミギタイン ２７１０１ ４６５１ ０００  

 

品 名 ロータリテッダ 

型 式 ＲＴ２６１０ 

装 着 方 法 ３点リンク直装式（カテゴリＯⅠ） 

駆 動 方 法 トラクタＰＴＯ駆動 

機
体
寸
法 

全   長 （ ㎜ ）  ２５３０（集草時） 

全   幅 （ ㎜ ）  ２７００ 

全   高 （ ㎜ ）  １３１０ 

質     量（㎏）  ２１０ 

作  業  幅 （ ㎜ ） ２６００ 

作業 速度（㎞ ／ h ） 
反転・拡散  ８～１０ 

集草     ５～７ 

作業能率（分／10ａ） ３～８ 

タ イ ヤ サ イ ズ １３×６．００－６ ４ＰＲ 

適応馬力（kW{ps}） 
１４．７～３３．１ 

（２０～４５） 
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